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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力グリッドシステムであって、：
　電力グリッドと；
　電力グリッドに接続される少なくとも一つの負荷と；
　電力グリッドから負荷に取り入れられる電力を計量するように構成される第１の計器と
；
　電力グリッドに接続される少なくとも一つの断続的電源と；
　断続的電源によって発電される電力を計量するように構成される第２の計器と；
　第１および第２の計器からの読取り値を関連付け、これにより、断続的電源によって発
電される電力の少なくとも一部が電力グリッドから負荷に取り入れられる電力とオフセッ
ト可能であるように構成される統合ユニット；
　とを含み、
　統合ユニットは第２の計器の読取り値による断続的電源によって発電される電力および
第２の計器の読取り値による電力グリッドから負荷に取り入れられる電力のそれぞれの時
間プロファイルを一致させることにより、第１および第２の計器の読取り値を関連付ける
ように構成される
　電力グリッドシステム。
【請求項２】
　断続的電源および負荷の一方または両方がそれぞれの時間プロファイルが互いに一致す
るのを容易にするために制御可能なように構成される、請求項１記載の電力グリッド。
【請求項３】
　統合ユニットが第１および第２の計器からの関連する読取り値の一方または両方に基づ
いて負荷の電力供給コストを計算するように構成される、請求項１または２記載の電力グ
リッドシステム。
【請求項４】
　電力グリッドに接続される少なくとも１つのディスパッチ可能な電源をさらに含み、デ
ィスパッチ可能な電源による電力グリッドへの電力投入が第１および第２の計器からの関
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連する読取り値の一方または両方に応じて調整可能なように構成される、請求項１から３
のいずれか一項記載の電力グリッドシステム。
【請求項５】
　断続的電源が電力グリッドに直接または中間グリッド接続装置を介して接続される、請
求項１から４のいずれか一項記載の電力グリッドシステム。
【請求項６】
　断続的電源および負荷が電力グリッドに対して異なる場所にまたは電力グリッドに対し
て実質的に同じ場所に配置される、請求項１から５のいずれか一項記載の電力グリッドシ
ステム。
【請求項７】
　統合ユニットが一つまたは複数の時間ビン間隔にわたる負荷の確率的な需要のヒストグ
ラムを導出するために構成される、請求項１から６のいずれか一項記載の電力グリッドシ
ステム。
【請求項８】
　統合ユニットが一つまたは複数の時間ビン間隔にわたる断続的電源からの供給の確率的
な能力のヒストグラムを導出するために構成される、請求項１から７のいずれか一項記載
の電力グリッドシステム。
【請求項９】
　一つまたは複数のディスパッチ可能な電源による電力グリッドへの電力投入が一つまた
は複数の時間ビン間隔にわたる断続的電源からの供給の確率的な能力のヒストグラムに関
連するように調整可能である、請求項８記載の電力グリッドシステム。
【請求項１０】
　電力グリッド上の１つまたは複数のディスパッチ可能な電源から負荷への供給に関連す
るリスクプロファイルが一つまたは複数の時間ビン間隔にわたる断続的電源からの供給の
確率的な能力のヒストグラムを考慮して修正される需要プロファイルを観察することによ
って決定されるように修正可能である、請求項８または９記載の電力グリッドシステム。
【請求項１１】
　統合ユニットが外部データ、例えば、場所データ、放射データ、風速データ、衛星を介
して撮像される雲形成パターン、他の気象情報などを受信するように構成される、請求項
１から１０のいずれか一項記載の電力グリッドシステム。
【請求項１２】
　統合ユニットが断続的電源から負荷への供給を予測または精緻化するように構成される
、請求項１から１１のいずれか一項記載の電力グリッドシステム。
【請求項１３】
　統合ユニットが断続的電源から負荷への供給の一つのルックバック供給プロファイルま
たは複数のプロファイルを決定するように構成される、請求項１から１２のいずれか一項
記載の電力グリッドシステム。
【請求項１４】
　統合ユニットが負荷の需要の一つのルックバック需要プロファイルまたは複数のプロフ
ァイルを決定するように構成される、請求項１から１３のいずれか一項記載の電力グリッ
ドシステム。
【請求項１５】
　電力グリッドシステムにおいて電力の投入および消費を統合する方法であって、方法が
：
　第１の計器を使用して電力グリッドから負荷に取り入れられる電力を計量することと；
　第２の計器を使用して電力グリッドに接続された断続的電源によって発電された電力を
計量することと；
　第１および第２の計器からの読取り値を関連付け、これにより、断続的電源によって発
電される電力の少なくとも一部が電力グリッドから負荷に取り入れられる電力とオフセッ
ト可能にすることと；
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　とを含み、
　第１および第２の計器からの読取り値を関連付けることは第２の計器の読取り値による
断続的電源によって発電される電力および第２の計器の読取り値による電力グリッドから
負荷に取り入れられる電力のそれぞれの時間プロファイルを一致させること
　を含む方法。
【請求項１６】
　それぞれの時間プロファイルが互いに一致するのを容易にするために、断続的電源およ
び負荷の一方または両方を制御することを含む、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　第１および第２の計器からの関連する読取り値の一方または両方に基づいて負荷の電力
供給コストを計算することを含む、請求項１５または１６記載の方法。
【請求項１８】
　第１および第２の計器からの関連する読取り値の一方または両方に応じて、少なくとも
１つのディスパッチ可能な電源による電力グリッドへの電力投入を調整することをさらに
含む、請求項１５から１７のいずれか一項記載の方法。
【請求項１９】
　断続的電源が電力グリッドに直接または中間グリッド接続装置を介して接続される、請
求項１５から１８のいずれか一項記載の方法。
【請求項２０】
　断続的電源および負荷が電力グリッドに対して異なる場所にまたは電力グリッドに対し
て実質的に同じ場所に配置される、請求項１５から１９のいずれか一項記載の方法。
【請求項２１】
　一つまたは複数の時間ビン間隔にわたる負荷の確率的な需要のヒストグラムを導出する
ことを含む、請求項１５から２０のいずれか一項記載の方法。
【請求項２２】
　一つまたは複数の時間ビン間隔にわたる断続的電源からの供給の確率的な能力のヒスト
グラムを導出することを含む、請求項１５から２１のいずれか一項記載の方法。
【請求項２３】
　一つまたは複数の時間ビン間隔にわたる断続的電源からの供給の確率的な能力のヒスト
グラムに関連するように一つまたは複数のディスパッチ可能な電源による電力グリッドへ
の電力投入を調整することを含む、請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
　一つまたは複数の時間ビン間隔にわたる断続的電源からの供給の確率的な能力のヒスト
グラムを考慮して修正される需要プロファイルを観察することによって決定されるように
電力グリッド上の一つまたは複数のディスパッチ可能な電源から負荷への供給に関連する
リスクプロファイルを修正することを含む、請求項２２または２３記載の方法。
【請求項２５】
　外部データ、例えば、場所データ、放射データ、風速データ、衛星を介して撮像される
雲形成パターン、他の気象情報などを考慮することを含む、請求項１５から２４のいずれ
か一項記載の方法。
【請求項２６】
　断続的電源から負荷への供給を予測または精緻化することを含む、請求項１５から２５
のいずれか一項記載の方法。
【請求項２７】
　断続的電源から負荷への供給の一つのルックバック供給プロファイルまたは複数のプロ
ファイルを決定することを含む、請求項１５から２６のいずれか一項記載の方法。
【請求項２８】
　負荷の需要の一つのルックバック需要プロファイルまたは複数のプロファイルを決定す
ることを含む、請求項１５から２７のいずれか一項記載の方法。
【請求項２９】
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　請求項１から１４のいずれか一項に記載される電力グリッドシステムを使用して電力を
供給する方法。
【請求項３０】
　請求項１５から２８のいずれか一項記載の方法を使用して電力を供給する方法。


	header
	written-amendment

